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（２）部材断面 

ア 木材の材料及び許容応力度 

表１－１ 繊維方向の許容応力度（令第８９条） 

許容応力度 

(N/mm2) 
圧縮 引張り 曲げ せん断 

長 期 

短 期 

1.1Fc/3 

2Fc/3 

1.1Ft/3 

2Ft/3 

1.1Fb/3 

2Fb/3 

1.1Fs/3 

2Fs/3 

※積雪時の許容応力度に対する長期許容応力度は1.3倍、短期許容応力度は0.8倍 

表１－２ 繊維方向の材料強度（基準強度）（令第９５条） 

圧縮 引張り 曲げ せん断 材料強度 

(N/mm2) Fc Ft Fb Fs 

表１－３ 無等級材の基準強度（H12国交省告示第1452号）(N/mm2) *注1 

樹 種 Fc Ft Fb Fs 

あかまつ、くろまつ、べいまつ 22.2 17.7 28.2 2.4 

からまつ、ひば、ひのき、べいひ 20.7 16.2 27.7 2.1 

つが、べいつが 19.2 14.7 25.2 2.1 

針
葉
樹 

もみ、えぞまつ、とどまつ、べにまつ、すぎ、
べいすぎ、スプルース 

17.7 13.5 22.2 1.8 

かし 27.0 24.0 38.4 4.2 広
葉
樹 くり、なら、ぶな、けやき 21.0 18.0 29.4 3.0 

表１－４ めり込みの許容応力度（H13国交省告示第1024号） 

その繊維方向と加力方向とのなす角度（α） 許容応力度 

(N/mm2) ①α≦10° ②10°＜α＜70° ③70°≦α≦90° 

長 期 

短 期 

表１－１の圧縮の許容応

力度 
①と③の数値の直線補間

1.1Fcv/3 

2Fcv/3 

※積雪時の許容応力度に対する長期許容応力度は1.3倍、短期許容応力度は0.8倍 

表１－５ 木材のめり込み基準強度（H13国交省告示第1024号）（70度以上90度以下の場合）(N/mm2) 

樹 種 Fcv 

あかまつ、くろまつ、べいまつ 9.0 

からまつ、ひば、ひのき、べいひ 7.8 
針
葉
樹 つが、べいつが、もみ、とどまつ、べにまつ、すぎ、べいすぎ、スプルース 6.0 

かし 12.0 広
葉
樹 くり、なら、ぶな、けやき 10.8 

 

*注1 告示第1452号には、木材の基準強度として無等級材の他に、針葉樹材ではＪＡＳ製材（日本農林

規格）の目視等級区分と機械等級区分の基準強度が定められていますので、ＪＡＳ規格の針葉樹

材を使用する場合は該当する基準強度により許容応力度を求めます。 
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イ 柱 

木材は一般的に重さの割に大きな強度（比強度が大きい）を有しているため、木造住宅の柱は長

さに比べて小径が小さい細長い形状をしています。しかし、木造に限らず圧縮力を受ける細長い柱

部材は圧縮強度よりも小さい圧縮力で突然横向きにはらみ出してしまう、「座屈破壊」が生じる危

険性があります。また、木材は繊維と直角方向の加力に対しては、繊維方向に比べて小さな応力で

降伏してしまう「めり込み破壊」する特性があります。 
耐雪型住宅の柱は積雪荷重による長期軸力や地震時の短期軸力が、一般の住宅に較べて大きくな

ります。建築基準法施行令第４３条には柱の最小小径に関する規定がありますが、これらは積雪荷

重を見積もって定められたものではないため、耐雪型住宅では柱軸力の増加を考慮し小径を決定す

る必要があります。 
また、一般的に柱の許容圧縮耐力は仕口部における柱の横架材（胴差、土台等）へのめり込み耐

力で決定されることが多いため、梁へのめり込み耐力の検討は必ず行ってください。 
最も荷重が大きくなる代表的な柱（柱間隔の長い内柱など）の柱軸力を計算により求めて小径を

決定し、他の柱はこれと同じ寸法にすることにより安全側の設計となります。 
表２－１に積雪時用、表２－２に積雪時以外用の主な柱断面と柱支点間距離（座屈長さ）毎の許

容圧縮耐力、及び仕口部のめり込み耐力の一覧を示します。 

表２－１ 積雪時用の柱の長期許容圧縮耐力（無等級材）（短期は１．１２倍する） 

座屈長さ(mm) 

2500 2600 2700 2800 2900 

柱端部のめり込み強度

（ほぞ欠きによる断面

欠損は 30%で梁幅は柱

と同寸の場合） 
柱断面寸法 

(mm×mm) 
樹種 

λ 
耐力 

(KN) 
λ 

耐力

(KN)
λ

耐力

(KN)
λ

耐力

(KN)
λ 

耐力 

(KN) 

耐力 

（KN) 

Ⅰ 82.5 55.4  85.8  51.6 89.1 47.7 92.4 43.9 95.7 40.0  33.1  

Ⅱ 82.5 51.7  85.8  48.1 89.1 44.5 92.4 40.9 95.7 37.3  28.7  

Ⅲ 82.5 47.9  85.8  44.6 89.1 41.3 92.4 38.0 95.7 34.6  22.1  
105 

Ⅳ 82.5 44.2  85.8  41.1 89.1 38.1 92.4 35.0 95.7 31.9  22.1  

Ⅰ 72.2 88.1  75.1  83.7 77.9 79.3 80.8 74.9 83.7 70.5  43.2  

Ⅱ 72.2 82.2  75.1  78.1 77.9 74.0 80.8 69.9 83.7 65.8  37.5  

Ⅲ 72.2 76.2  75.1  72.4 77.9 68.6 80.8 64.8 83.7 61.0  28.8  
120 

Ⅳ 72.2 70.3  75.1  66.8 77.9 63.2 80.8 59.7 83.7 56.2  28.8  

Ⅰ 64.2 127.0  66.7  122.0 69.3 117.1 71.8 112.2 74.4 107.2  54.7  

Ⅱ 64.2 118.4  66.7  113.8 69.3 109.2 71.8 104.6 74.4 100.0  47.4  

Ⅲ 64.2 109.8  66.7  105.6 69.3 101.3 71.8 97.0 74.4 92.7  36.5  
135 

Ⅳ 64.2 101.3  66.7  97.3 69.3 93.4 71.8 89.4 74.4 85.5  36.5  

Ⅰ 57.7 172.1  60.0  166.6 62.4 161.1 64.7 155.6 67.0 150.1  67.6  

Ⅱ 57.7 160.4  60.0  155.3 62.4 150.2 64.7 145.1 67.0 139.9  58.6  

Ⅲ 57.7 148.8  60.0  144.1 62.4 139.3 64.7 134.5 67.0 129.8  45.0  
150 

Ⅳ 57.7 137.2  60.0  132.8 62.4 128.4 64.7 124.0 67.0 119.6  45.0  

樹種 Ⅰ ： あかまつ、くろまつ、べいまつ(sfc=22.2×1.1×1.3/3=10.58N/mm2、sfcv=9.0×1.1×1.3/3=4.29N/mm2) 

    Ⅱ ： からまつ、ひのき、ひば、べいひば（sfc=20.7×1.1×1.3/3=9.87N/mm2、sfcv=7.8×1.1×1.3/3=3.72N/mm2) 

    Ⅲ ： つが、べいつが（sfc=19.2×1.1×1.3/3=9.15N/mm2、sfcv=6.0×1.1×1.3/3=2.86N/mm2) 

    Ⅳ ： もみ、とどまつ、べにまつ、すぎ、べいすぎ、スプルース（sfc=17.7×1.1×1.3/3=8.44N/mm2、sfcv=6.0×1.1×1.3/3=2.86N/mm2) 
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表２－２ 積雪時以外の柱の長期許容圧縮耐力（無等級材）（短期は１．８２倍する） 

座屈長さ(mm) 

2500 2600 2700 2800 2900 

柱端部のめり込み強度

（ほぞ欠きによる断面

欠損は 30%で梁幅は柱

と同寸の場合） 
柱断面寸法 

(mm×mm) 
樹種 

λ 
耐力 

(KN) 
λ 

耐力

(KN)
λ

耐力

(KN)
λ

耐力

(KN)
λ 

耐力 

(KN) 

耐力 

（KN) 

Ⅰ 82.5 42.6  85.8  39.7 89.1 36.7 92.4 33.8 95.7 30.8  25.5  

Ⅱ 82.5 39.8  85.8  37.0 89.1 34.2 92.4 31.5 95.7 28.7  22.1  

Ⅲ 82.5 36.9  85.8  34.3 89.1 31.8 92.4 29.2 95.7 26.6  17.0  
105 

Ⅳ 82.5 34.0  85.8  31.6 89.1 29.3 92.4 26.9 95.7 24.6  17.0  

Ⅰ 72.2 67.8  75.1  64.4 77.9 61.0 80.8 57.6 83.7 54.3  33.3  

Ⅱ 72.2 63.2  75.1  60.1 77.9 56.9 80.8 53.7 83.7 50.6  28.8  

Ⅲ 72.2 58.6  75.1  55.7 77.9 52.8 80.8 49.8 83.7 46.9  22.2  
120 

Ⅳ 72.2 54.0  75.1  51.3 77.9 48.7 80.8 46.0 83.7 43.3  22.2  

Ⅰ 64.2 97.7  66.7  93.9 69.3 90.1 71.8 86.3 74.4 82.5  42.1  

Ⅱ 64.2 91.1  66.7  87.5 69.3 84.0 71.8 80.4 74.4 76.9  36.5  

Ⅲ 64.2 84.5  66.7  81.2 69.3 77.9 71.8 74.6 74.4 71.3  28.1  
135 

Ⅳ 64.2 77.9  66.7  74.9 69.3 71.8 71.8 68.8 74.4 65.7  28.1  

Ⅰ 57.7 132.4  60.0  128.1 62.4 123.9 64.7 119.7 67.0 115.4  52.0  

Ⅱ 57.7 123.4  60.0  119.5 62.4 115.5 64.7 111.6 67.0 107.6  45.0  

Ⅲ 57.7 114.5  60.0  110.8 62.4 107.2 64.7 103.5 67.0 99.8  34.7  
150 

Ⅳ 57.7 105.5  60.0  102.2 62.4 98.8 64.7 95.4 67.0 92.0  34.7  

樹種 Ⅰ ： あかまつ、くろまつ、べいまつ(sfc=22.2×1.1/3=8.14N/mm2、sfcv=9.0×1.1/3=3.30N/mm2) 

    Ⅱ ： からまつ、ひのき、ひば、べいひば（sfc=20.7×1.1/3=7.59N/mm2、sfcv=7.8×1.1/3=2.86N/mm2) 

    Ⅲ ： つが、べいつが（sfc=19.2×1.1/3=7.04N/mm2、sfcv=6.0×1.1/3=2.20N/mm2) 

    Ⅳ ： もみ、とどまつ、べにまつ、すぎ、べいすぎ、スプルース（sfc=17.7×1.1/3=6.49N/mm2、sfcv=6.0×1.1/3=2.20N/mm2) 
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◇柱断面の計算例 
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２－Ｇの１階の柱の軸力を求める。 

 固定荷重                                    単位（Ｎ／㎡） 
１５０ 
３００       ４５０ 

屋 根 仕上げ、野地板 
垂木、母屋 
天井 
小屋組（はり） 

１５０ 
２００       ８００ 

外 壁 外部仕上げ（ラスモルタル） 
軸組 
内部仕上げ 

６００ 
２００ 
１５０       ９５０ 

内 壁 仕上げ（両面） 
軸組 

３００ 
２００       ５００ 

２階床 仕上げ（下地板を含む） 
根太、大引 
床組（大梁含む） 
天井 

２５０ 
１００ 
１５０ 
１５０       ６５０ 

積雪荷重 
垂直積雪量  ３００ｃｍ 
単位荷重   ３０Ｎ／㎡／ｃｍ 
積雪荷重   ３０×３００＝９０００Ｎ／㎡ 

９０００×０．７＝６３００Ｎ／㎡（長期積雪時用） 
         ９０００×１．０＝９０００Ｎ／㎡（短期積雪時用） 
         ９０００×０．３５＝３１５０Ｎ／㎡（短期暴風時用） 
屋根勾配   ３寸勾配 ⇒ β＝１６．７° 
       μb＝ ｃｏｓ（１．５×β）＝０．９５１ ⇒ １．０とする。 

風圧力 
基準風速Ｖ０   ３０ｍ／ｓ 
地表面粗度区分  Ⅲ ⇒ Ｚｂ＝５ ＺＧ＝４５０ α＝０．２０ 
屋根の平均高さ  Ｈ＝６．５ｍ ⇒ Ｇｆ＝２．５ 
 ∴Ｅｒ＝１．７×（Ｈ／ＺＧ）

α＝０．７２８ 
 ∴Ｅ＝Ｅｒ２×Ｇｆ＝１．３２ 
 ∴ｑ＝０．６×Ｅ×Ｖ０

２＝７１３Ｎ／㎡ 

設計用荷重                                   単位（Ｎ／㎡） 
Ｌ．Ｌ．（長期積雪時） Ｔ．Ｌ．（長期積雪時） 
Ｌ．Ｌ．（短期積雪時） Ｔ．Ｌ．（短期積雪時） 

 
部 位 Ｄ．Ｌ． 

Ｌ．Ｌ．（短期暴風時） Ｔ．Ｌ．（短期暴風時） 
６３００ ６７５０ 
９０００ ９４５０ 屋根用 ４５０ 
３１５０ ３６００ 
６３００ ７１００ 
９０００ ９８００ 

屋 根 

小屋組 ８００ 
３１５０ ３９５０ 

床 用 ６５０ １８００ ２４５０ 
2 階 

軸組用 ６５０ １３００ １９５０ 
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柱軸力 

符号 階 柱の長さ 項 目 単位重量(KN/㎡)×面積(㎡) P0(KN) P(KN) ΣP(KN) 

２ 2.5m 

屋根 
 
 

外壁 

7.1×(2.048+0.6)×1.365 
9.8×(2.048+0.6)×1.365 
3.95×(2.048+0.6)×1.365 
0.95×1.365×2.8 

25.7（長雪） 
35.4（短雪） 
14.3（短風） 
3.6 

29.3（長雪） 
39.0（短雪） 
17.9（短風） 

 
２－G 

１ 2.5m 
床 
外壁 

1.95×2.048×1.365 
0.95×1.365×2.8 

5.5 
3.6 

9.1 

38.4（長雪） 
48.1（短雪） 
27.0（短風） 

柱の積雪時圧縮耐力の検討 
 ２－Ｇ １階柱 １３５ｍｍ杉（無等級材） 
長期に生じる柱軸力は３８．４ＫＮとなるため、表２－１（積雪時用）から 
長期許容圧縮耐力 １０１．３ＫＮ ≧ ３８．４ＫＮ ⇒ ＯＫ 
短期に生じる柱軸力は４８．１ＫＮとなるため、表２－１（積雪時用）の長期用を１．１２倍して 
短期許容圧縮耐力 １０１．３ＫＮ×１．１２＝１１３．５ＫＮ ≧ ４８．１ＫＮ ⇒ ＯＫ 

暴風時の柱の圧縮耐力の検討 
 ２－Ｇ １階柱 １３５ｍｍ杉（無等級材） 
Ｃｆ＝Ｃｐｅ－Ｃｐｉ＝０．８－（－０．２）＝１．０ 
ｑ＝７１３Ｎ／㎡ 
ω＝１．３６５×７１３＝９７３Ｎ／ｍ ⇒ １．０Ｎ／ｍｍ 
ｗＭｓ＝ω×Ｌ２／８＝７８１２５０Ｎ・ｍｍ 
Ｚ＝１３５３／６＝４１００６３mm3 
ｆｂＳ＝２２．２×２／３＝１４．８Ｎ／mm2 
∴ｓＮｓ／（ｆｋS×Ａ）＋ｗＭＳ／（ｆｂＳ×Ｚ） 
 ＝２７．０／１４１．７８＋７８１２５０／（１４．８×４１００６３） 

 
  ＝０．１９+０．１３＝０．３２ ≦ １．０ ⇒ ＯＫ 
※１ 表２－１（積雪時用）、表２－２（積雪時以外用）はｆｋS（座屈許容応力度）に断面積Ａを乗じた

数値であるため、暴風時の検討は表２－２（積雪時以外用）を用い、短期用として数値を１．８２倍

する。 

仕口部における柱の横架材へのめり込み耐力の検討 
胴差  幅１３５ｍｍあかまつ（無等級材） 
表２－１（積雪時用）から 
長期めり込み許容耐力 ５４．７ＫＮ ≧ ３８．４ＫＮ ⇒ ＯＫ 
短期めり込み許容耐力 ５４．７ＫＮ×１．１２＝６１．３ＫＮ ≧ ４８．１ＫＮ ⇒ ＯＫ 

※１ 

ω

2
,
5
0
0
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ウ 小屋梁・母屋・軒桁・胴差 

梁等の横架材は柱と異なり、建物の固定荷重や雪、物、人等の積載荷重を主に曲げ応力として受

ける部材です。このため、使用する材料は曲げに対する性能が優れた広葉樹材を使用することが望

ましいです。また、木材は一般的に長期の載荷により徐々にたわみが進行する、「クリープひずみ」

が起こるため、多雪区域のように長期間にわたり積雪荷重を受け続ける建物では、この「クリープ

ひずみ」による障害が生じないよう部材断面を決定する必要があります。特に二間を超える梁等の

たわみは最大で数センチに達することもあるため、梁等のスパンは原則として二間以下になるよう

にしてください。部材断面の算定に当たっては木造部材スパン表が各団体等から公開されています

ので、これらを参考していただくほか、必要に応じて個々の断面性能を計算により確認することを

推奨します。断面の決定に当たっては、（財）日本住宅・木材技術センターのホームページで公開

されている横架材の構造計算ツール（EXCELシート）等を利用すると便利です。 

◇小屋梁断面の計算例 
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軒先線

１２０×３６０

１２０×３６０

１２０×３００

１２０×３００

ＲＧ－１

小屋梁伏図  

ＲＧ－１ べいまつ（無等級材）１２０×３６０ 

梁の曲げ耐力・せん断耐力の検討（長期） 
ｓＦｂL＝１３．４４（Ｎ／mm2） 
ｓＦｓＬ＝１．１４（Ｎ／mm2） 
ｓＷＬ＝７１００×１．３６５＝９６９１．５（Ｎ／ｍ） ⇒ ９．６９（Ｎ／ｍｍ） 

Ａ＝４３２００（mm2） 
Ｚ＝２５９２０００（mm3） 
Ｉ＝４６６５６００００（mm4） 
Ｅ＝１００００（Ｎ／mm2） 

Ｗ

4,095
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ｓＭＬ＝ｓＷＬ×Ｌ2／８＝２０３１１４８１（N・mm） 
ｓＱＬ＝ｓＷＬ×Ｌ／２＝１９８４０（Ｎ） 
ｓσＬ＝ｓＭＬ／Ｚ＝７．８４（Ｎ／mm2）≦ １３．４４（Ｎ／mm2） ⇒ ＯＫ 
ｓτＬ＝１．５×ｓＱＬ／Ａ＝０．６９（Ｎ／mm2）≦ １．１４（Ｎ／mm2） ⇒ ＯＫ 

（仕口部の断面欠損によるせん断力の割り増しを１．５とする） 

たわみの検討 
ｓδＬ＝５×ｓＷＬ×Ｌ

４／３８４ＥＩ＝５×９．６９×４０９５４／（３８４×１００００×４６６５６

００００）＝７．６０ｍｍ 
２×δ／Ｌ＝１／２６９ ≦ １／２５０ ⇒ ＯＫ 
（長期のクリープひずみによるたわみの増大を考慮し、計算上の弾性たわみを2倍して検討する） 

梁の曲げ耐力・せん断耐力の検討（短期） 
ｓＦｂＳ＝１５．０４（Ｎ／mm2） 
ｓＦｓＳ＝１．２８（Ｎ／mm2） 
ｓＷＳ＝９８００×１．３６５＝１３３７７．０（Ｎ／ｍ） ⇒ １３．３８（Ｎ／ｍｍ） 

ｓＭＳ＝ｓＷＳ×Ｌ2／８＝２８０４６１９４（N・mm） 
ｓＱＳ＝ｓＷＳ×Ｌ／２＝２７３９６（Ｎ） 
ｓσＳ＝ｓＭＳ／Ｚ＝１０．８２（Ｎ／mm2） ≦ １５．０４（Ｎ／mm2） ⇒ ＯＫ 
ｓτＳ＝１．５×ｓＱＳ／Ａ＝０．９５（Ｎ／mm2） ≦ １．２８（Ｎ／mm2） ⇒ ＯＫ 

（仕口部の断面欠損によるせん断力の割り増しを１．５とする） 
 
 
 

梁の部材断面算定上の注意点 
半落とし根太や交差する梁仕口等で梁の上面（圧縮側）の断面を欠き取る場合は、断面欠損による曲げ

耐力やせん断耐力の低下を考慮し、部材断面の算定に当たっては欠き取り部分の断面積を予め控除して検

討を行ってください。 
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エ 垂 木 

垂木は積雪による長期荷重を考慮して部材断面を決定することは、２）の横架材と同様ですが、

垂木特有の被害例として下図のように軒先から垂れ下がった巻き垂れ雪の重さによる、垂木の浮き

上りが挙げられます。特に雪解け水の跳ね返りが外壁にかからないよう軒の出を長くとった場合は、

軒桁材を支点として垂木に大きな浮き上り力がかかるため、垂木はなるべく母屋側の長さを大きく

とり、母屋への固定は両面釘打ちとし、十分な強度で固定することが大切です。 
また、束材も浮き上がりを防止するため、小屋梁、母屋・棟木とは金物により補強するようにし

ます。 

軒桁

第１母屋

第２母屋

浮き上がる

 
軒先からの雪の巻き垂れによる垂木の浮き上り被害 
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◇垂木の計算例 

 

垂木 すぎ（無等級材）４５×１０５ ＠３０３ 

垂木の曲げ耐力・せん断耐力の検討（長期） 
ｓＦｂＬ＝１０．５８（Ｎ／mm2） 
ｓＦｓＬ＝０．８６（Ｎ／mm2） 
ｓＷＬ＝６７５０×０．３０３＝２０４５．３（Ｎ／ｍ） ⇒ ２．０５（Ｎ／ｍｍ） 

Ａ＝４７２５（mm2） 
Ｚ＝８２６８８（mm3） 
Ｉ＝４３４１０９４（mm4） 
Ｅ＝７０００（Ｎ／mm2） 

ｓＭＬ＝ｓＷＬ×Ｌ2／２＝５７６５６３（Ｎ・mm） 
ｓＱＬ＝ｓＷＬ×Ｌ＝１５３８（Ｎ） 
ｓσＬ＝ｓＭＬ／Ｚ＝６．９７（Ｎ／mm2） ≦ １０．５８（Ｎ／mm2） ⇒ ＯＫ 
ｓτＬ＝ｓＱＬ／Ａ＝０．３３（Ｎ／mm2） ≦ ０．８６（Ｎ／mm2） ⇒ ＯＫ 

垂木の曲げ耐力・せん断耐力の検討（短期） 
ｓＦｂＳ＝１１．８４（Ｎ／mm2） 
ｓＦｓＳ＝０．９６（Ｎ／mm2） 
ｓＷＳ＝９４５０×０．３０３＝２８６３．４（Ｎ／ｍ） ⇒ ２．８６（Ｎ／ｍｍ） 

ｓＭＳ＝ｓＷＳ×Ｌ2／２＝８０４３７５（Ｎ・mm） 
ｓＱＳ＝ｓＷＳ×Ｌ＝２１４５（Ｎ） 
ｓσＳ＝ｓＭＳ／Ｚ＝９．７３（Ｎ／mm2） ≦ １１．８４（Ｎ／mm2） ⇒ ＯＫ 
ｓτＳ＝ｓＱＳ／Ａ＝０．４５（Ｎ／mm2） ≦ ０．９６（Ｎ／mm2） ⇒ ＯＫ 

Ｗ

750

β
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オ 野地板 

野地板は垂木と同方向に竪張りとすることにより、垂木と一体となってＴ型断面となるため、雪

の巻き垂れに対する曲げ応力に対し有効に働くことになります。 

垂木は第２母屋まで１本材とし、

Ｎ７５釘両面打ちで受け材に留め付ける

１５０ｍｍ内外にＮ３８釘で受け材に留め付ける

軒先部の野地板は竪張りとし、

第１母屋

第２母屋

軒桁

軒の出は７５０ｍｍ以上

垂木間隔３０３ｍｍ内外

 
 

垂木

垂木

垂木垂木

垂木

垂木はこの長さ以上とし、第2母屋へ釘打ちする

軒の出 910 910

受け材にＮ７５釘で両面斜め打ちする

150

合板野地板は１５０ｍｍ内外に
Ｎ３８釘で受け材に平打ちする

軒先部の合板野地板は竪張りとする

軒桁 第1母屋 第2母屋

30
3

3
0
3

30
3

 

 

野地板の竪張り 



 
Ⅳ 雪を載せる住宅（耐雪型住宅） 

 
 - 45 - 

カ 基 礎 

基礎は必ず鉄筋コンクリート造の布基礎かべた基礎としてください。基礎の形状については、積

雪荷重や地耐力の条件にあうよう適切な設計を行う必要があります。基礎の設計は、原則として構

造計算により安全を確認します。以下に一般的な布基礎とべた基礎に関する設計のポイントを示し

ます。 

（ア）布基礎の標準仕様（許容地耐力が長期５０KＮ／㎡以上の場合） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


